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　　魂 の は た ら きと して の 七 階梯 の 上 昇
一

ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス 『魂の 大 い さ』 に お け る魂論

上 村 　直 樹

序

　 『魂 の 大 い さ（De　animae 　quantitatの」（387／388年）
’｝
と題 され る 対話篇は ，

友 人 エ ヴ ォ デ ィ ウ ス との 議 論 を お さめ た ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス （Aug ．と略記〉

の 初期著作の
一

つ で あ り， 『ソ リロ ク ィ ア 』や そ の 補 訂 と目 され た 『魂の 不

死』が 追求 した 「魂不 死 の 論 証 」 に つ づ い て ，魂 に 関わ る 幾 つ か の 間 題 を

そ の 劈頭 に掲 げる ．

さて ， わ た し ［エ ヴ ォ デ ィ ウ ス ］が尋ね る の は ， 魂 （anima ）が ど こ か ら

くる の か ， 魂 は どの よ うな もの な の か ， 魂が どの よ うな大 きさ なの か

（quanta　sit）， なぜ 魂 は 身体 に 与 えられ たの か ， 魂が 身体に や っ て きた

と き ， どの よ うにな るの か
， 魂が 身体を去 る と きに， どの よ うに なる

の か ， とい うこ とで あ る ．　　　　　　　　　　 （i，　1，　131，
14−16）

2｝

　 1） De　animae 　quantitateの 底本に W ．　H6rmann 校訂に よ る Stincti　Aureli／Augustini　opera ：

Soliloguiorum
　tib「i　duo’Oe　inntO「tntitate　animae ’De　guantitate　nnimae ．　CSEL ，　VQI ．　LXXXIX ．

Vindobonae ：　Hoelder−Pichler−Tempsky ，1986所収の テ ク ス トを用 い る．引用箇所を明示するた

め に ， 慣例 の 章節の 指示 に加えて ，CSEL版 の 頁 ， 行数 を示す．た だ し，著 作タ イ トル へ の 指

示 を 省 く．また．プ ロ テ ィ ノ ス 『エ ン ネア デ ス 』 ← Enn．）の 底本 に ，　Plotini　opera 　tOMtlS　l−III，
ediderunt

　Paul　Henry　et 　H ．−R．　Schwzyer．　Paris − Bruxelles，1951−1973← editio 　maior ）を用 い ，
Plotinus　the　Enneads，　trans．　by　S．　MacKenna ，3rd　ed ．　London ：Faber，1962所収の 英訳 を参看す る．

　 2） テ ク ス ト翻訳 は筆者 自身に よる．De　animae 　qtiantitateの 訳 ， 註解の うち参看す る の は ，
St・　A ・gU ・tinel　The　G ・eatne ・s・・f　the　Sout・　The　Teacher・　T ・an ・．・and ・m ・t．　by・J，・M ．　C ・11。・ an ．・ACW ．
no ．9，　New 　York ： Newman 　Press，1950 ；Augustin μs，　Stufen　des　Denkens ： Die　Crb

’
sse 　der　Seele，Der

Leh ’e 「・L・t… d・ ut ・　2・　A ・ fl・g・・Ei・ g・1… tibers・… r］… nK ．−H ．・ LUt・k・・u ．・G ．　W ・ig・L　ZU ・三・h一
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こ の よ うな 問い を議論す る 『魂 の 大 い さ』 に 取 り組 む に あた っ て ， 配 慮す

べ き二 つ の 観点が あ る
［）
． 第一

に ，
マ ニ 教 との 関係 で あ る． とい うの も ，

キ

リ ス ト教へ の 回心 の 中途で そ の 教説 を奉 じて い た Aug ．は ，
マ ニ 教 の 魂論，

と りわ け善 き魂 は 神 に 由来 し ， 神 と同 じ本性 を有する が ， 他方悪 し き魂 は

神 に よ っ て つ くられ た の で は ない 闇 の 種族 に 由来 す る とい う，
二 元論 的 な

教説 を し りぞ け る ．魂 が 霊 的 な実体 で あ り， 神 に つ くられ た もの で あ るが ，

神 と同 じで は ない ， つ ま り， 人 間の 魂 は可滅 的で あ る が ，

一 方神 は不変で

あ る とい う理 解 を逼 られ て い たか らで あ る ． 第二 に ，
プ ラ トニ ズ ム との 関

係で あ る ． プ ラ トン 『国家』第七 巻 以 来 の 哲学探究の 文脈の なか で の
， 魂

の い わ ば眼 の 向けか えを端緒 にす る真理 へ の 道を い か に 確保す る の か ， と

い う課題に Aug ．が 直面 した の は ， 自らの キ リス ト教 へ の 回心 （386年）とそ の

直前 に 手渡 され た 「プ ラ トン 派の ある 書物」の 読 解経験 （conf ．　VII ，　ix，13）を

介 して で あ る ． こ の 経験 を省 み る Aug ．は ， 存在す る もの の 根源 で あ る神 へ

の 信 とキ リス ト教 的な存在理 解 に依拠 しつ つ
， 涵 養 され た 学知 に よ っ て 真

理 へ 接 近す る 自律的 な術策 をめ ぐ らす ．

　と ころ で Aug ，は ，
こ れ らの 提題 の なかで ， もっ ぱ ら 「魂 の 大きさ（quantitas）」

に照準 を定め ， 魂 と身体 との 関わ り， 魂の 魂 自身 との 関 わ り， 魂の 神との

関 わ りとい う三つ の 次 元 で ， 魂の は た ら きを追求す る （xxxiii ．　70 ，
　217

，
　21−24）．

そ して 「魂 は ， 場 所や 時 間の 広 が りに よ っ て で は な く，
その 力 の 現 実 と可

能性 にお い て （vi 　ac　potentia）大 きな もの で ある」（xxxiivz ，69，
216，22−23）と規

定 す る， そ れ 故 ， その 主 題は 「魂 の 大 きさ」 とい うよ りもむ しろ， 「魂の は

た ら き」 と規 定 した ほ うが い っ そ う的確 で あ る と も思 わ れ る． Aug ．は ， 魂

の 「大 きさ」 を幾何学 的な表象か ら さ ら に ， そ の は た ら きの 実 際 と可 能性

に まで 広 げる。 そ こ で 本稿 で は ， 真理 の 観想 へ 向か っ て 上昇す る 階梯 を七

MUnchcn 、
　Artemls ．　1986； 『初期哲学 論集 （Z）』茂泉昭男訳 「ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス 著作 集」第 2 巻 ．

教文館 1979．ま た
， Saint　Augu5tin ，　Les　Confessions　pre

’
ce
’
de
’
es　de　Diaiogues　philosophigues（Euvres，

1，重dit．　par　L・Jerphagnon．　Biblioth2gue　de　la　Pltiiade．　t．448．　Paris： Gallimard，1998所収の S．

Dupuy −Trudelle訳 で ある．

　 3 ） N ・il　B ・・nw ・n ．
“N ・・

−Pl・t・ni・ 1・ fl・ ・ nce ・・ A ・g・ 5ti・ ・

’
・
　C ・n ・ept ・・n ・ f　th ・ A ・cent °f

th。　S。ul　i・ De 　etイantit ・te　animae ．　
d’
　P ・ay ・・　・nd 　Spiritiiality　in　the　Early　Church，・d・・P・A11・ n ・W ・

M ・y・・，and 　L 　C ・… ，・ ・ 1．・2・・B ・i・b・ n ・・ C ・nt ・e　f。・ E ・・ly・Ch ・i・ti・n 　St・ di… 　A ・・t「“lian　Cath° ILc

University，1999：197−215 に，こ の 観点 の うち，とりわ けマ ニ 教 の 果 た して い る役割に つ い て 小

唆を受けた （cf．　pp．　199−200 ）．
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魂の はた らきと して の 七 階梯の 上 昇 3

つ に 分節 す る 『魂 の 大 い さ』末尾 の 論 に 着 目 し ， そ こ に 認 め られ る古 代 の

魂論の 所産 に 関す る 先行研 究 を参看 しつ つ ，魂 の は た ら きに か か わ る Aug ．

の 思考の 胚胎す る もの を明 らか にす る こ とに取 り組み た い ．

1 『魂の 大い さ』 固 有の 魂 の 階梯

　魂が 七 つ の 「階梯 （gradus）」 を踏ん で 上 昇す る とい う論は
，
　 Aug ．の 著述

全 般 に わ た っ て 通 低す る
4）
． と りわ け， 「プ ラ トン 派の あ る 書物」 と の 邂逅

の 途上 で の 魂 の E 昇の 反復 を報告す るテ ク ス ト（conf ．　vll，　x ，16； xvii
，
23 ； xx ，

26）は ，
Aug ．の 神秘体験の 把捉 に 不 可 欠 な証言 と して 考察 され

51
， また ， 「イ

ザ ヤ書」 「マ タ イ福音書」 の 解釈に 基 づ く霊 的 な階梯 を記 す 『山上 に お ける

主 の 説教 』 と ， そ の 凝縮 と解 され る 『キ リス ト教の 教 え』 もま た重 要 な意

　　4 ） Goulven 　Madec ．
’‘
Ascensio，　Ascensus ：

’
chap ．8，　Petitfis跏 ゴ85　atugustiniennes ．　Paris：

Institut　d　Etudes　Augustinienneg ．．1994 ：137449 は ，魂の 一L昇 とい うテ ーマ が プ ラ トニ ズ ム と聖

書 とい う二 つ の 伝統 に 依拠 し，上 昇へ の 勧め （admonitie ）が プ ロ テ ィ ノ ス （Enn．1，　vi （1）7）と ダ

ヴ ィ デ 的な源泉（Cantica　gradi〃unt ．　Ps．119−133）を有す ると考え る．一一
方，こ の 上昇 の 霊 的 な様相

につ い て ・C ・ ni ・i・・ v ・n 　Li・・d・・
’‘
an ・ Teachi ・ 9 ・f　St・A ・ g・ ・ti… f・th・ Gift・ ・ f・th ・

・H ・ly・Spi・i・
f・・m 　th・ Text・ H ・ai ・h　11・2−3・

”
T・・ n ・・by　J・S・hn・ub ・］t ・ nd 　F．　V ・ n 　Fl・t・・en ．ハ・9・働 ・・−My ・tic

and 　My．　stagogr ．ie （Collectanea　Augitstiniana），　New 　York，1994 ： 5−110は ，1935年に 刊行 さ れ た論考
ゆ え に ，Aug 之 新 プ ラ トン 主義 の 関係に つ い て の そ の 後 の 研 究 か ら 見 て 不 充分 で あ る の を否
め な い が ，Aug ．の 著 作全体に わ た っ て そ の 階梯論 を詳細 に跡づ ける 故に，依 然 と して 有益 で

あ る ．そこ で ，そ の テ ク ス ト群をLierdeの梗概 によ っ て 列挙す れ ば（cf ．　pp．アー13，29，72），初期
に つ い て は・1・an ・quant・xxxiii，70 −76 （38〃 88年）；2．　Gn ．adt ’．　Man ．1、　xx ・ ，43 （388／389年）；3．・ ite，a
rel．　 xxvi ．48 −49 （390 ／391 年）．　 Lierdeは こ れ ら初期 を 「イザ ヤ 書」11，2−3の 七つ の賜物へ の 言及

の 欠如 ゆ え に ，そ の 上 昇論 の 準備 とする（p．28）．そ して ， こ れ以降 の テ ク ス トを 「イザ ヤ書」
に対応 す る 記述 と

一
マ タ イ福音 書」 山上 の 垂訓に 対応 す る 記 述 と に 分 け．前 者が 393年以 降，

後者が 394年 以降 に 展 開す る と看徹す．た だ し，s．　dom．　m ．が 「イ ザ ヤ 書」 と 「マ タ イ福 音書 」

の 接合 を試 み て い る よ う に，そ の 二 つ の 記述 は 排 除的で はない ．23箇所指示 され る テ ク ス トの

うち，主 な もの を示せば，5．5．dom．　m ．　1，　iii，　10．iv．　12 （393／3g5）；6．　d〔，ctr ．　chr ，　II，　vii ．　9．11（396）；7．
c・nf ，　XI・　i・　1（397／401｝；8・・c・ ・if．　XIII，　i・，1。（397／401）；9．　G ・．　iitt．・v ，・ ，14−15 （401 ／415）；17．　ci。．　Xl．
xxxi （417 ｝： 18．1（，．　eu ．　fr．122，　viii （419）となる ．

　　5） こ の 証 言 を繞 る研究史は 非 常 に充実 して い る が ，「カ ッ シ キ ア ク ム 対 話篇」 に始 まる

初期著作 とconf ．　VIIの 繋 が りに 着 目 した
，　Frederick　Van 　Fleteren．

“
Augus．　tinec

’
s　As⊂ent 　of　the

S・ul　in　B・・k・ VII ・f　th・ C ・nfessions ・ARec ・n ・id・・ati ・ n ．
”
A ・gustinian　Studies　5 （1974），29−72；id．‘画

My ・ti・i・ m 　i・ th・ C ・nfessiones −一一AC ・ nt ・。 ve ・・y　Re ・ i・it・ d ．
’卩
A ・gustine　一　Mystic 　and

Mystagogue ，199タ
： 309 −336 ，また ， 0 ．　Du 　Roy ．　L

’
inteUigence　de　ta　foi　en　la　Trinitti　sE

・ion　saint

Augustin 、　Paris：Etudes　Augustinienmes ，1966 を参看 す る ．
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義 を有す る と看做 されて きた
6｝
，そ れ らと 『魂の 大い さ』の 上 昇階梯 の 論 を

比較する と直ち に ， そ の 固有 さを示す こ とが で きる ．そ れ は ， 『魂の 大い さ』

で の 七 階梯 の うちの 第
一

か ら第三 の 階梯 に つ い て は ，
こ の 著作以 降立 て ら

れ ない とい うこ とで あ る ． つ ま り， 『魂 の 大 い さ』で の 第四 の 階梯が
，

そ れ

以 降の 魂の 階梯 の 端緒 に相当する ． こ こで ， 『魂 の 大 い さ』にお け る魂 の 上

昇の 七 階梯 を示せ ば ， 次の ように な る
7 ）
．

　　1．魂 は
， 身体 に 現前する こ とに よ っ て ，身体 を生か す ．

　　2．魂 は
， 諸感覚 を ロ∫能 に す る。

　　3．魂 は ， あ らゆ る 人 間固有 の 営為 を成立， 展開 させ る ．

　　4，魂 は ， 自ら を浄化す る こ とに 着手す る．

　　5．魂 は，浄化 を実現 し， 自己 自身の うちに とど まる．

　　6．魂は
， 浄化 を保 ち ， 真に存在す る もの を理解す る こ とを欲す る ．

　　7．魂は ， 真理 の 観想の うちに と ど まる ．

　先ず ， 第一・
か ら第三 の 階梯 を概観す る ． 第

一
の 階梯 で は， 魂が 地上 的 で

死 す べ き身体 に 自ら現前す る こ と で
， 身体 を生 かす ． 魂 の 側 か らの 主導 の

もとで の 心身結合 が 示 され る の で あ る ． こ の 主 導は ， 動物 と共通で あ る 第

二 の 階梯で も，
生 命体 の 諸 々 の 運動 を魂が 統

一
す る とい う理解 が 示 さ れ る

こ とで 認 め られ る ． こ の は た ら きは ， 現 前す る 身体 との 結合 を本来的に 欲

求す る もの と して ，魂 が神 に よ っ て 作 られ た とい うキ リス ト教の 創造 論か

ら説明 され る， だが ， 生 命の 有す る傾 向性 に 関す る 記 述 「魂 は 自 らの 身体

の 本性 に即 す る （secundum 　naturam ）もの を受けい れ 求め （adsciscit 　atque

adpetit ）， 反対す る もの を投 げ捨て 避 ける（reicit 　fugitque）」（xxxiii ，71，219，

8−10）は ， 明 らか に ス トア 派 に淵源 を有す る
8）
． つ い で 「人間に 固有の もの 」

　　6） Lierde （1935）に 加 え て ，　 g．．dom，　m ．とdoctr．　chr．1こ集中する研究 として ， 水落健治 「ア ウ

グ ス テ ィ ヌ ス に おけ る 神認識 へ の 7 つ の 霊的段階
一そ の 起 源と成立 につ い て一」『途上 』（思 想

とキ リ ス ト教 研究 会編 ）第9号（1978）： 29 −51 ；加藤武 『ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス の 言語論 』創文 杜．

1991 の 「解釈の 迂路」論文を参看 した．

　　7）　 「魂 の 大 い さ』の 上昇 の 七 階梯を検討す る に あた っ て さ ら に ， Ro】and 　J．　Teske．　
’St．

A ・ g・・tin・ ・and ・th・ Vi・i・n ・ f　G ・d ”　Augustine −My ・ti・ and 　Mysta9 ・9 ・… N ・w 　Y ・・k・　19941　287−3°8：

Bronwen （1999）を参看 した

　　8） LUtcke（1986）p．406 ，　n ．128は ，
こ こ に ス トア派の 。しXε ttUσ lg と い う思考を認め る ，事実，

こ の
一

連 の 用語は ，生物が そ の 誕 生以 来有する ， 自らの 本性に 適する もの と対立す る もの とを

区別する 可能性 ， また 自 らの 生 存の 根拠へ の 帰還 を説 明 す る oix εtCDσlg に よ く合致する ．　Cf．

Ci（：ero ，　Definibus　bonorumet　rrtator μ tn，　II1，　v ・16sqq・

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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魂の は た ら きと して の 七階梯の ヒ昇
一
）「

（xxxiii ，72，　220，　1−2）で あ る 第三 の 階梯 で ，全 て の 人間 に と っ て の 「共 通 の 糧」

（xxxiii ，72，
220

，
21）が枚挙され る．それ らの営み は ， 魂の 上昇 を支 えるはた らきを

有す る こ とに お い て
一

致す る ．何 で あれ 感覚的 ， 物 体 的 な もの を媒介に し

て 世 界 を具体的 に表現する 人間の あ らゆ る営み を指示 す るの で あ り
9）

， テ ク ネ

ー
的 な 《artes 》や 精神の 修練 の 手だ て と して の 自由学芸 の 各科が 枚挙 さ れ

る ．理 性 が 世 界 に 眼 を向け作 り出す もの とそ れ を生 み だ す 知 的 な営為の 総

体 が 言わ れ る の で あ る ．

　この 第一
か ら第

＝
：の 階梯 に つ い て の 描写 は ， 『神の 国』 第 七巻 で ， ヴ ァ ロ

の 主 と して 『人事 と神 事 の 故 事 来歴 』 を引用 して ， 魂 をすべ て の 生 命活動

の 原 理 と看做 し ，
三 つ の 階梯 に分かつ 見解 に よ く照 応す る．

そ の 第一一一
の 階梯（gradus）とは ， 生 きて い る身体 の 全 て の 部分に ゆ きわ

た っ て い る が
， 感覚が な くて ， た だ生 きる た め に 必 要 な力だ け を もっ

て い る魂 で あ る ． ヴ ァ ロ に よれ ば ， こ の 力は わ た した ちの 身体 に あ っ

て は 骨や爪 や 髪の うち に ゆ きわ た っ て い る が ， 地 上 の 樹 本 も， 感覚 な

し に 栄養 を と り， 成 長 し， それ な りの 仕方 で 生 きて い る． 魂 の 第二 の

階梯 に は ， 感覚が あ り ， そ の 力 は ， 眼 や耳 や鼻や 口 や 触官 に お よ ん で

い る ． 第三 の 階梯 とは ， 精神 （animus ）と呼ば れ る魂の 最高 の 階梯 で あ

り， そ こで は 知性 （intellegentia）が 支配 して い る． こ の 精神 を人 間以外

の い か なる 可死 的な存在 も欠い て い る の で あ る ． ヴ ァ ロ は ， 世 界霊魂

（anima ・mundi ）の 第三 の 階梯の こ の 部分 を神 と述 べ る が ， それ は わた し

た ちに お い て は ゲ ニ ウス （genius）と呼ば れる．

　　　　　　　　　　　　 （ciu ．VII
，
　xxiii，1，CCL，　XLVII ，

204
，
13−23）

Aug ．は ，
こ こ で の 世界 霊 魂の 最 高次 の 部分 を神 とみ なす ヴ ァ ロ の 神観 を批

判 す るが ，

一
方 『魂 の 大 い さ』の は じめ の 三 階梯 に は ヴ ァ ロ の 影 響 が顕 著

で あ る ． ま た ， 第三 か ら第六 の 四 つ の 階梯 は ， ヴ ァ ロ の 言 う第 三 の 階 梯

「精神」 を拡張 して 分節 され た と考 え られ る
1°）
． 実際 ， 拡張 され た 階梯 の う

　
9） Cf・R・丿・0 ℃ ・・ n ・ 11・A ・f 祕 ”・・ α ・i・tian　1・ t・llig・nce 　in　St．ん tgustine ．　C ・ mb ・idg ・ ．

Mass ．：Harvard 　University　Press，1978，　pp．29−31．

　 10）　Lierde （1935）p．78，　n ．58（EDITORS
’
NOTE ）は，　 Arist．　De　anima 　II，2、413a −b を淵源 に，
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ちの 最初の 階梯 ， 人 間固有の 第三 の それ は
，

ヴ ァ ロ の 言 う 「知性 」 に よ る

営み とその 所産 を枚挙 し ，
つ づ く第四か ら第六 の 階梯 は ， 「知性」 の 活 動 そ

れ 自体 を展 開させ る ． こ の よ うに ， 未知 の もの を含め て ， 見 られ るべ き も

の に 向か うこ とで 「推論 （ratiocinatio ）」 と呼 ば れ ， 対 象を吟味 ， 探究す る

こ とで 知 的な認識 を もた らす 「知 性」 と
， 精神 の うちに 常 に と どま る 「精

神の 注視 （aspectus 　mentis ）」， 「知性 」 と 区別 され る 限 りで の 「理性 （ratio ）」

とい う， 真な る もの を知 る力 そ れ 自体 との 辨 別は ， 『魂 の 大 い さ』の うちに

明示 され て い る （xxvii ，
53

，
198

，
17−199，9）

11）
．第三 か ら第四の 階梯へ の 上 昇は ，

魂 の うちに 存続 す る 「精神の 注視」の 展開の 究明へ と向か うこ とにお い て
，

自己還帰的で ある と考 えられ る の で あ る．

　と こ ろ で ，
こ れ らは じめの 三 階梯は ， 植物 と共通 の 第

一・
の 階梯 ， 動物 と

共通 の 第二 の 階梯 ，
そ して 人 間 に 固有の 第 三 の 階梯 と規 定 され て い る が ，

そ うした 規定 は 直 ち に ， ア リス トテ レ ス 「デ ・ア ニ マ 』 で の
， 生 物全般 を

支 え る 原理 で あ る 《Ψvx η》に特徴 的 な活動 ， つ まり植物的 な もの を端緒 に ，

感覚的 ， 運 動 的 ， 知性的 と呼 ばれ る魂の 活動 に 関わ る 思考 を想起 させ る墜

実際 Aug ．の 思考 は ， 魂の 三 つ 組 の 活 動 につ い て の 理解の 枠が ス トア 派の 伝

統に おい て 成立 し ， プ ラ トニ ズ ム の 存在の 階層化の 理解 との 綜合 に あ っ て ，

新 プ ラ トン 主義的 な三 つ 組 「存在　生命
一

思惟」の 系列と して 成立 した と

い う経緯の うちに位 置付 け られ る こ とが ある
13｝

． 然 し ，
ス トア 派 に せ よ ，

ciu．　vH ，　xxiii に お い て 上昇の 最 初 の 三階梯が論 じられ る こ とか ら．こ こ で の 二 階梯の論 をヴ ァ

ロ の 影響 下 に ，一方後半の 四 階梯に つ い て は，Enn ，　L　vi （1）とポ ル フ ユ リ オ ス の 『魂 の 帰還亅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　，
の 適用 である と す る ．ヴ ァ ロ の 階梯 の 分節化 に つ い て は ，さらに Gerald　O 　Daly．　Augustine

’
s

Phitosophy〔of　Mind ．　London ：Duckworth ，1987： p．13：Du 　Roy （1968）p．257 　et　n ．　2を参看 の こ と．

CoUeran （1950）p．213 ，　n ，90 も 『デ ・ア ニ マ 』を引い て ， 生 命原理 と して の 魂論が こ こ で 展 開

して い る と 示唆す る．然 し同時 に，Enn．　IV，　iv （28）18 を指示す る こ とか ら，以 ドに示す説明図

式 の 差異 は念頭 に お い て な い と看做 さ れ る；cf．　Lierde （1935 ）p．78，　n ．58；Dupuy
−Trudelle

（1998）p．346．　n ．2．Aug ．が ポ ル フ ユ リ オ ス の 著作 に 親 しん で い た こ とは ， 肌 guant．　xxxiii ．76に

見られ る神の 受肉 とキ リス トの 奇跡に つ い て の 嘲 笑 の 対 象が ポ ル フ ユ リ オ ス と 同定され る こ と

で ，反語的 に 想定 され る こ とに つ い て は，Lierde（1935）p．81，　n ．87 （EDITORS 　

’
　NOTE ）参看 の

こ と．

　 11）　Cf．　Colleral1（1950）p．　207，　n ．65；Dupuy −Trudelle （1998）p．331．n ．1．

　 12） 前註を参照，Bronwen （1999）pp．202−204もColleranと 同様 の 影響関係を認 め つ つ ，さ

ら に Aug ．の 同時代 の ネ メ シ ウ ス の 証言 （De　natura 　hominis，　34）を引 い て ，魂 をそ の 活動に よ っ て

分節 す る説明 の 広が りを想定す る．

　 13｝ Cf．　Du 　R ・y （1968 ）P．　257 ．　n ．3 ・t　N ・ t・ ・ annexe ・ II・ L・・ e・sai ・ d・ hi6 ・a ・chisati ・ n
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「
〆

プ ロ テ ィ ノ ス に せ よ
， その 「自然 の 階梯 （scala 　naturae ）」把握が

，
ア リス ト

テ レ ス の 《Ψ吸 η》理 解か ら乖離 し始 めて い るの に 比 して ，
Aug ．は ， 魂 の 階

層化 の 説 明方 式 にお い て ， 依然 と して ア リス トテ レ ス の 思 考 を よ くと どめ

て い る こ と に着 目すべ きで あ る
14 ）

．

　本来
一体で あ っ た 《Ψuxh 》をス トア 派 は，感覚 と意欲 か ら構 成 され る狭 義

の 《Ψu 舶 》と して 捉 え つ つ
， 植物 に 見 られ る成長 増大 の 活動 を 《φ6σrg ＞と し

て 分離す る． そ して そ れ らの 機 能を ， 同
・
の 「気息 （πv εOpα）」 とい う特徴

的な物 質状態 を尺 度 と して
， そ の 発現 の 仕方 に基づ く

一
元 的 な物理 的説 明

の もとに 捉 える
15 ）

． こ の よ うな物質主義 的 な 「自然 の 階梯」 に比 して ，
プ

ロ テ ィ ノ ス は 全て が 《φもσi⊆》の 発現で あ る と し， 知性 的な階層化 をはか る．

低次 の 魂 を 《φ60tg＞と呼 び
，

よ り低次 の もの を産 出 して ゆ く過 程 は， ス ト

ア 派批判 を契機 とす る が ，
プ ロ テ ィ ノ ス も また

・
元 的 な説 明 を与 え る の で

あ る ．魂 の 生 は知性 活動 で あ る が ， 同時 に 「こ れ らの 生 の ひ とつ は 植物的

な知性 活 動 （v6n σt9）で あ り， 別 の
一

つ は感覚的 な知性活動で あ り， もう
一・

つ

は精 神的 な知性 活動 で あ る 」（Enn．　III，　viii （30）8， 17）．
一

方 Aug 。は ， 「人 間

の 魂 に つ い て 」 と して 階梯の 論を は じめ るが （xxxiii ，
70

，
　218

，
　3）， そ れ は ， 魂

が有する 力に つ い て の 説 明で あ る ． 第
一

の 階梯か ら順 に ， 各々 に 特徴的 な

生 命活動 に お け る魂の 力に 注 意が 向け られ る （xxxiii ，
71

，
　219

，
1−4）．それ らは

すべ て 生命体に現前する魂の は た らきで あ り， 各階梯 に特徴 的な生 命活動

を さ さえ る原理 と して ， 魂 が措 定 され る の で あ る ．Aug ．は
，

わ た した ちは ， 樹 木 も生 きて い る と言い 得 る し， 各 々 が 各々 の 種類 に

した が っ て 守 られ ， 育 て られ ， 成 長 し ， 生 まれ る と思 う し ， また 認 め

る の で あ る．　 　　　 　　　　 　　　 　　　 （xxxiii ，
　70，　218，　13−15）

と言 明す る こ とにお い て ， また ， 人 間の 魂が も っ と もよ く知 り得 る もの と

triadique 　des　etres、

　 14 ） 神崎繁 「〈 生 の 形 〉 と して の 魂
一

〈 『霊 魂論亅崩壊 〉 以前の 思考風景一
」 『生 命論へ

の 視座亅 （宝積比較宗教
・
文化叢書   ） 大明堂，1998：18−49に 多 くを教 え られ た ．

　 15） LUtcke （1986 ｝p．405 ，　n ．126 は ，ス トア 派 に おけ る ΨuXfi 概 念 の そ うし た 分離，解体が

（cf．　SVF 　II．　458　g．　qq．），　 Aug ．の なか に 及 ん で い た こ と の 傍証と して ，
　 g肌 litt．　inp．　v，24．　CSEL ，　t．

28−1，p．474、8・10に お ける anima とvita の 区別 を挙 げる．
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して の 自己 を根拠 に （xxviii ， 54， 200， 21−201， 3）， 他の 魂の はた ら きを ， 自ら

の 魂 の はた ら きに 即 して ， 連 続 的 に 攫 むの で あ る． こ の よ うな理 解か ら ，

魂 は 生 命 を有す る 身体 の 活動原理 で ある とい うア リス トテ レ ス 的 な魂論 と

共通 の 基 盤 に Aug ．が立 つ こ とが 認 め られ る．

H　 「自己浄化」 の 階梯

　次 い で 第四 か ら第七 の 階梯 に つ い て 検討する ． こ れ らの 階梯 に つ い て は ，

プ ロ テ ィ ノ ス 『エ ン ネア デ ス 』の 「徳 に つ い て 」（1，ii（19））， 「美 に つ い て 」

（1，
vi （1））とポ ル フ ユ リオ ス 『魂 の 帰還』 を 中心 とす る 所見か らの 影響が顕

著で ある
16 ）

．

　さて ， 第四の 階梯 に い た っ て ， 魂の 上 昇は ， 人 間の 知的な営為 を介 して

の 精神の 修練 と い う活 動 と し て の み な らず ， 「浄 化の わ ざ （purgationis

negatio ）」（xxxiii ，
73

，
221

，
12）と して 描 か れ る ．魂 は 「自 らをそ う した汚 れ

た もの ［物体的 な世 界］ か ら引 き離 して ， しみ の すべ て を洗 い きよめ ， 非

常に清 らか な もの
， 美 しい もの に還 る 」（xxxiii ，73，　221，　34）． こ の 階梯か ら自

己浄化の 関門が開か れ ， 真 の 「善 さ（bonitas）」（xxxhi ，73，220，　3）が始 まるの で あ

り， ギ リ シ ア伝 来で あ る四元 徳が ，
こ の 階梯 の 記述 の なか に 同定され る

の
．

魂は ，
こ の 世界 の 善 さが 自 らの 善 さで あ る とは考 えず ， そ れ ら ［世 界

の ］善さ を 自らの 力や 美 と比較 して 識別 し， とる に 足 らない もの と考

え る ← prudentia）． そ して そ こ か ら ， 魂は 自 ら自身 を喜 ぶ ほ どに い っ

そ う， 自らをそ うした 汚 れ た もの か ら引 き離 して ， しみ の すべ て を洗

い きよめ ， 非常 に清 らか な もの ，美 し い もの に還 る （＝ temperantia ）．

魂 は ， 自らの 目的や 見解 に つ い て 変 更す る よ うに促 す全 て の もの に 対

して
， 自ら を固持す る （＝ fortitudo）．魂 は ， 人 間 の 社 会を高 く評価 し ，

自 ら に 起 こ る こ と を 望 ま な い こ とが 他 人 に 起 こ る こ と を 欲 し な い

（＝ iustitia）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（xxxii 乳73，220，25
−221，7）

　16） Cf．　Du 　Roy ｛1968 ）　p．　258．　LUtcke （1986）は こ れ ら の 階梯へ の 影響を，ス トア 派 と新 プ ラ

トン 主義の 双方か ら追跡す る（p．408，n ．136；　n ．　137；　p．　CO9，　n ．140；n ．　141）．

17） Du 　Roy （1968）　p．　259 ，　n ．2の示唆に よ る．
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プ ロ テ ィ ノ ス で は ， 浄 化 す る徳 の は た ら き は上 昇 の 全 て に 浸 透 す る が ，

Aug ．はその は た らき を ， 身体 的な もの か らの 浄化 とい うこ の 階梯 に限定す

る． また プ ロ テ ィ ノ ス で は ， 情念 は ， 本性上 情念の な い もの （voOg ）を眺め ，

それ に似 る こ とで 自 らも情念 の ない もの に な る 《fortitudo》に よ っ て 解消 さ

れ る （cf ．　Enn ．1
，
　vi （1）6）．

一・
方 Aug ．で は ， 「浄化の わ ざそ れ 自体 に お い て ，

死 へ の 恐怖が 大 き くは な い に せ よ ， だが ， しば しば非常 に 激 し く存続 して

い る」（xxxiii ，
73

，
221

，
12−13）とい うこ の 世へ の 誘惑か ら逃れ る ため に ， 「最

高 に して 真な る神 の 正義」（xxxiii ，
73

，
222

，
4）に縋 る こ とが 求め られ る． こ れ

らの 四 元 徳 を と りま とめ る キ リス ト教 的なモ テ ィ
ー

フ 「知者の 権威 と戒 め

に し た が い
， そ う した こ と を 介 し て 神 が 自 ら に 語 っ て い る と信 ず る 」

（xxxiii ，
73

，
221，7−9）こ とへ の 促 しが示 され ， 自己 浄化の 道 は ，敬虔 に全て の

もの を も っ と も よ く配 す る 神の 正 義 に ， 自ら をゆ だ ね る こ とを魂 に 求め る

の で あ る ．

　第五 の 階梯 は ， 死 へ の 恐怖が 克服 さ れ ， 神の 助 け に よ っ て 自己浄化 が成

就す る段階 で あ る ． こ の 階梯 もまた 自己浄化の 持続で ある ． 「魂の 清浄 を実

現する こ と（efficere ＞と ， それ を保つ こ と（tenere）は 別の こ とで あ る．そ して ，

それ に よ っ て ， 自らが 汚れた状態 を刷 新す る （redintegrare ）行為 と， そ れ に

よ っ て ， 自 らが も う
一
度汚れ を被 る こ とが ない （non 　inquinari）行為 と は ，

全 く別 の こ とで あ る 」（xxxiii ，74，222，13−15）と言 わ れ
， 第六 の 階梯で は ，

「間違 っ た り， 無造作 に ， また ， 歪 ん で み ない よ うに と，魂そ の もの の 眼が

浄 め られ る こ と（mundari ）と，眼 の 健全 さ を守 り（custodire ）， 強 め る こ と

（firmare）は別 の こ とで あ り， また
， 清澄 で

， 正 しい 視線 を見 られ るべ き も

の そ の もの に 向ける こ と（dirigere）は 別 の こ とで あ る」（xxxiii ，75 ，
222

，
24−

225
，
　3）と言わ れ る が ， こ れ ら を持続す る 魂の 浄化 と看做 す こ とで ， 第 四か

ら第六 の 階梯 へ の 連続が見 出 され る ． とい うの も， 第四 の 階梯で は ， 魂が

自らを浄化 し（efficere
− redintegrare − mundari ）， 第五 の 階梯で は ， 浄化 さ

れ た魂 が保 た れ （tenere − non 　inquinari− custodire ／firmare）， 第六 の 階梯

で は
， 見 られ るべ き もの へ と眼差 しを向ける （dirigere）． そ の 移行が 「別 の

こ とで ある （aliud 　est）」 と くりか え され る の は ， 翻 っ て 上昇 に お ける 「浄化」

の 相へ の Aug ．の 力点 を証示 する と考え られ るか らで あ る ．

　第六 の 階梯 に お い て ， 厂真 に 最 高に あ る もの を理 解 し ようとす る 欲求 は ，
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolltan 　Unlverslty

10 哲 学 誌 45 号

魂 に と っ て 最高の 視力（aspectus ）で あ る． こ れ よ りも完全 で ， これ よ りも善

く，
こ れ よ りも正 しい もの を魂 は持 っ て い ない 」（xxxiii ，

75
，
222

，
21−23）と言

わ れ る ． こ こ で 引用 さ れ る 「詩篇」50
，
12に つ い て ，

Aug ・は 「まず始め に心

が浄め られ る ．つ ま り， 思考（cogitatio ）が死すべ きもの へ の あ らゆ る 情慾 と

澱 ・滓か ら自ら 自身 を遠 ざけ ， 浄め なけれ ば ， 霊 （spiritus ）が そ の なか で 新

し く始め られ る こ とは な い 」（xxxiii ，
75

，
223

，
13−16）と註する ．思 考に お ける

物体的な表象の排 除に よ っ て （cL 　Enn．　V
，
　i（10），

2）， 信仰は強 化 し ， 完 成 され

る の で あ る． 他方 ， 「浄め られ （mundati ），
い や され る （sanati ）よ りもまえ に

そ の こ と ［見 られ るべ き もの を見 る こ と］ を為そ うと欲す る ひ と は ， あの

真理 の 光 に 突 き返 され る （reverberantur ）」（xxxiii ，
75

，
　223

，
3−5）とい うくだ り

は ，
Aug ．自身の ミ ラ ノ に お ける神秘経験の 失敗 の叙述 （conf ．　VII，　x ．16）に合

致す る ． この 上 昇の 「挫折」へ の 言 及は
18）

， そ の 経験 を省み る Aug ．が ， 浄

化 と と もに
， 神の い や しとい う関門 を経なけれ ば な らない と考 えて い た こ

とを証す る． 自己浄化 とと もに ， 神へ の 助 けが求め られ るの で ある．

　第七 の 階梯 は
， 真理の 観想 ， 神 との 合

一
とい う上 昇の 究 極で あ り， む し

ろ到 達 した 「ある住 まい （mansio ）」（xxxiii ，76 ，
223

，
19）と言わ れ る ．　 Aug ．は

こ の 七 階梯 の 論 に先立 っ て （xiv ，
24；xxx

，
61）， 上 昇の 過程 で の 浄 化 に つ い て

強 調 し ， そ の 浄化が 階梯 を踏 む こ とを確言す る ． 然 しこ こ で ， と どま るべ

き とこ ろ と して 到 達 した 階梯が 攫 まれ る こ とで ，
Aug ．が そ の 神 的 な もの と

の 合
一

の 持続 の 可 能性 に つ い て 示唆 し て い る と考え ら れ る ． 第六 と第七 の

階梯の 差異 は ， 見 られ る べ き もの に 視線 を向け る 前者 に対 し ， そ の 視線が

観想 の うちに とど まる 後者 とい うよ うに ， そ の 持続 の 有無に存する の で あ

る
19｝
． 「い わば大い なる ， 比較す る こ と もで きない 魂 は ， そ うした もの ［真

理 ］をすで に 見た し
， 現 に 見て い る ， とわ た した ち は信 じて い る」（xxxiii ，

76，223，23−24）． さ らに こ こ で ， 上 昇 の 過 程 は 「行路 （cursus ）」（xxxiii ，76，

223，25）と表 わ され る ． こ の 表現 か らは
， 時 をか けて 魂が あゆ む霊 的な旅路

の イ マ ー ジ ュ を読 み と る こ とが で きる ． 実際 Aug ．は 「カ ッ シ キ ア ク ム 対

話 篇 」 に お い て も，
こ の こ と ば で 繰 り返 し ， そ うした 道 行 を描 写 す る

　 18）　ミ ラ ノ の ヴ ィ ジ ョ ン と初期 の 魂の 上昇 との 照応 関係に つ い て は ， 加 藤武 （1991 ）pp．

244．245；Van　Fleteren （1974）pp．　45−46，　67を参照の こ と．

　 19 ）　Cf．　Van 　F｝etera 冂 （1994）p．311：Lierde（1935）p．18．
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（Acad ．　II
，
　i

，
1；ii， 5： beata　u ．　i

，
1

，
2

，
4：0rd ．1

，
　i

，
3）． また こ の 「行路」 は ， 神が

わ た した ちに 命ずる もの
， わた した ちが保 つ べ き と言 われ る （xxxiii ，

76
，
223，

25−26）． こ の 階梯 に い た っ て 神的な規範性の 介在が鮮明に な る の で ある ．

　こ れ ら階梯上 昇 に つ い て の 説 明 にお い て Aug ．は
， あ らた め て 魂の 大 きさ

を存在序列 の なか に 位置 づ け る （xxxiv ，77）． 「人 間 の 魂が ， 神の よ うに あ る

の で ない こ とは認 め られ るべ きだが ， 神 が創造 した全 て の もの の あ い だ で
，

人 間の魂 よ りも神に い っ そ う近 い もの は何 もない 」（xxx 重v ，77，225，20−22）．

魂 の こ の よ うな中間的 な身分 は ， プ ロ テ ィ ノ ス 『エ ン ネ ア デ ス 』 の 知性 界

と感性界 の あ い だ に魂 を位置づ ける 教説 に よ く照応 す る ，魂が そ の よ うな

位置 を授 け られ ， 「わ た し たちの 魂 は
一

つ の 本性 で あ る が ， 複数の 能力を有

して い る」（Enn ．　II
，
　ix （33）2 ，

6）こ とは ，
　 Aug ．の 魂の 力 の 分節把握 と

一
致す

る か らで あ る
2°）

． さらに 着 目され る の は ，
こ の 中間性 に お い て ， 魂 は神 に

向か っ て 上 昇する 力 を有す る と と もに ， 下 降す る 契機 も有す る こ とで あ る．

魂 は ， 罪 に よ っ て その 高み か ら転落 し ， 転倒す る こ とに お い て 罰 を こ うむ

る ． そ れ 故 に ， 身体 に で は な く， 魂 に ，罪 を犯す こ とに責務 を負 う意志が

与 え られ て い る こ とが ， 神の 秩序 と法 を根拠 に して 確証 され る （xxxvi ，80，

229．16−23）
21｝

． 「神の み が 魂 に よ っ て 礼拝 され るべ きで あ り，神の み が 魂の

唯一
の 創 造者 で あ る 」（xxxiv ，78，227．3−4）． 「礼拝 する （colere ）」（xxxiv ，77，

226
，
11−12）こ とは

， 崇 め る 当の もの よ りもい っ そ う善 い もの へ と 向か うか

らで ある．

皿　新 た な モ テ ィ
ー

フ

　Aug ．は さ らに ， 階梯 に つ い て の 三 系列 の 名称 を並記す る が ， そ れ に 先立

っ て ， こ れ まで の 階梯 に 関 わ る考察が ， 教会 の 教 えの なか に も見出 され る

こ とを確認 す る （xxxiv ，78）． とい うの も，
こ の よ うな上昇 階梯 の 論 へ の 批 判

を想定 して い た か ら だ と思 わ れ る ． つ ま り， すで に 示 し た 第七 の 階梯 の 真

理 の 観想 を実現 した と自認す る 人 々 か らの 批 判 ， 或 い は さ らに ， 教会の な

　 20）　Cf．　Du 　Roy （1966）p．257、　n ．1；Note　annexe 　IV： La　situation 　m 壱diane　de　1’ame ．

　21） 松崎
一

平 「Liberum　Arbitrium− Augustinus，　De　quant．　animae ，36，80− 」『中世哲学研

究 VERITAS 』 （京大中世哲学研究会）創刊 号（1982）：23−30 ；Bronwen （1999）p．214 を参照せ よ，
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かで 新プ ラ トン主 義 との 繋 が りを有す る 人 々 との 軋轢 を想定 して い た 故 に
，

Aug ．は こ の 論 もまた教会の 教 えの なか に位置付 け られ て い る こ と を明示 す

る必 要が あ っ た と考え られ る
22）

．こ こ か らまた ， こ の 時 点で Aug ，が ，
こ の

世界で の 「神 の 観想」 の 成就 に 一 定の 確信 を抱 い て い た こ と も諒解 され る．

Aug ．は ， そ の 理解 の た め に は 「第四の 階梯 を力強 く実行 し， 敬 虔 さを保 ち ，

それ を保持す る こ とへ と向けて
， 健や か さ と力 をととの えつ つ 」（xxxiv ，

78，

228
，
4−5）， 階梯 を個別に吟味 しなけれ ばならない

， と第四 の 階梯 の 意義 を強

調す る ． 全 て の 階梯 の 把捉 の た め に は
， そ の 端緒 と して 第四 の 階梯の 実行

が 求め られ る ．全 て は 「自己浄化」か ら始 まるの で あ る． すで に枚挙 され

た第四 の 階梯で の 「魂の 非常に す ぐれ た 行為 （actus ）」（xxxiii ，73，221，10）を

実践 す る こ とが要請 され る ．然 し同時 に ， 第一
か ら第三 の 階梯 も含め

， 全

て の 階梯は 「行為」 と呼ぶ べ き 「固 有の 美」（xxxiv ，78，228，8）を内在す るゆ

えに ， 階梯 個 別 の 吟 味 も必 要 なの で あ る．

　さて ， 各階梯 の 名称に つ い て の 三 系列 は ， 次 の 通 りで あ る （xxxv ，
79）．

1．　　animatio

2．sensus

3．ars

4．virtus

5．tranquillitas

6・ingressio

7・contemplatio

de　corpore

pe「 co 「pus

circa 　corpus

ad 　seipsam

in　seipsa

ad 　Deum

apud 　Deum

pulchre　de　alio

pulchre　per　alio

pulchre　circa 　aliud

pulchre　ad 　pulchrum

pulchre　in　pulchro

pulchre　ad 　pulchritudinem

pulchre　apud 　pulchritudinem

第
一

の 名称 の 系 は ，
ス トア 派 に 由来す る術 語 に よ っ て 特徴 付け られ

2 ”’）
，

各 々 の 階梯 が 到達 した魂 の 状態 を描 写す る ． 第二 の 名称 の 系 は ， 魂 が 関 与

す る もの の 三 つ の 次 元 に つ い て 表現 す る ， つ ま り ， 身体 ， 魂 ， 神 で あ る ．

こ れ はすで に ，
七 階梯の 説明の 端緒で 示 され た （xxxiii ，

70）問題の 区分に 対応

す る． 魂 は
， 身体 に対 して ， 自分 自身に 対 して ， また ， 神 の 前 で は い か な

　 22） こ の 想定 に つ い て は，Bronwen （1999）p．213に教 えられ た．　 Bronwen は さ らに ，第四

か ら第六 の 階梯 の 背後 に
，

プ ロ テ ィ ノ ス 自身 の 神秘的 な上 昇経験 （ポ ル フ ユ リ オ ス 「プ ロ テ ィ ノ

ス 伝 』23）の 影響 を認 め る．Colleran（1950）p．214 ，　n ．101 は ，パ ウ ロ を そ うし た ひ と の うち に

入れ ，そ の ような想定は，初 期 Aug ．の プ ラ トニ ス トへ の 肯定的 な評価 （cL 　Acad，　III，　xx ，　43；ord ．

II，　x ，28）が背景 に あ る とす る ：cf．　Teske（1994）p．301，　n ．　15；Dupuy −Trudelle （1998）p．　351，n ．2．

　 23）　Cf．　Du 　Roy （1966）p．257 ，　n ．3．
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る力 を有す る の か ． と りわ け ， 第七 の 階梯で の 前置 詞 《apud 》は
， 運 動性

よ りは或る 場所の も とに あ る こ とを指示 し ，
こ の 階梯が 「あ る住 まい 」 と

呼ば れ る 記 述 に 合致す る
24）

． 第三 の 名称の 系は ， 魂が 各々 の 階梯 に お い て

「美 し く」活動す る と名付 ける こ と に お い て
… 致す る ．各 々 に 区別 され る

「固有の 美」が あ るか らで あ る． そ の 対象との 関わ りにお い て ，
こ の 系 の 名

称 は 三 つ に 分か た れ る 。 最 初 の 三 階梯 で は
， 魂 は 美 とで は な く 「他の もの

（aliud ）」 に 関 わ る ．続 く二 階梯で は
， 魂が 「美 しい もの 」 を対象 にす るが ，

最 後 の 二 階梯 で は 「美」 そ れ 自体 にあ ずか る ． こ の よ うな辨 別 に も ，
プ ロ

テ ィ ノ ス 『エ ン ネア デ ス 』1，vi （1）との 類 似 が認 め られ る．

　 こ の よ うに 名称 の 系に お い て ， 上 昇 階梯 の 論 へ の ス トア 派 ， 新 プ ラ トン

主義 の 顕 著 な影響 を攫み うる が ， さ らに こ の 論 に は ， キ リス ト教的 な二 つ

の モ テ ィ
ー フ が組 み 込 まれ て い る こ とを見出 し うる ． こ の 論 は そ こで ， 魂

へ の 勧告 とい う体裁 を よ り明 解に採 る ． 第一
の そ れ は

， 他者 との 関わ りに

つ い て で ある ．す で に 示 した よ うな ， 存在階梯に お い て 中間的な身分 を し

め る 魂 に は
， 神の み を崇 め るべ き とい う促 しと と もに ， 他 の 魂 との 交 わ り

に つ い て も勧 告 され る． 魂 はそ の 中間性 の ゆ え に ，
い か に す ぐれて い て も

幸福 で あ っ て も 「た だ 愛 され るべ きで あ り， 真似 られ る べ き もの で あ る」

（cf．　xxxiv ，78，227，4−7）． そ れ故 ， 「道 に迷 い 重 荷 を負 っ て い る魂 に助力 を尽

くすべ きで あ る こ と」（xxxiv ，
78，　227，10−11）を知 らな けれ ば な ら ない ． 他者

もまた ，
こ の 勧 告の なか に位置付け られ る の で あ る ．

全 て の 人 々 に対 して ， わ た した ち は進 んで 助 けを もた らすべ きで ある ．

わた した ちを中傷 した ひ とで あ っ て も， 中傷 す る こ とを欲す る ひ とで

あ っ て も， わ た した ちが 中傷 され る こ とを欲 す る ひ とで あ っ て も． こ

れ こ そが ，真 の
， 完全 なる ， 唯

一
の 宗教 （religio ）で あ り，

こ れ に よ っ て

神 と和解 させ られ， 魂 の 偉 大 さ （magnitudo ）
一

こ れ をわ た した ち は探

究 して い る の だ が 一 へ と い た る． こ れ に よ っ て ，魂 は 自 らを 自由 に 値

す る もの とす る 　　　　　　　　　　　　　（xxxiv ，78，227 ，
17−22）

　 24） LUtcke（1986＞p、411，　n ．156は ，
こ の 第 二 の 名称系列に 関して ，新プ ラ ト ン主義系列 の

オ リ ュ ム ピ オ ド ロ ス で の 最 後の 二 階梯 の 名称 （θεe）．OYi α とeεev ρYiα〉が 神 と関 わ る とい う観点か

ら，新プ ラ ト ン 主義の 影響を強調す る．
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すべ て の 魂相互 の 交 わ り 「隣人愛」が こ こ に 確証 され る ．親 しき魂 で あ っ

て も， 敵対する 魂で あ っ て も ， 神の 命ず る と こ ろ に した が い
， 彼 らに 助 け

を差 しだす べ きで あ る とい う戒 め は ， 既 に 第四 の 階梯 の 《iustitia》に 関わ る

くだ りで ，
い わ ゆ る 「黄金律」 と 目され る行 為の 規 範が示 されて い る こ と

を思 い 起 こ させ る （xxxiii ，
73

，
221

，
6−7）． こ の 規範 を直ち に神 の 命ず る隣人愛

と看做 し得 る か は疑問の 余地 が ある が
25）

，

一
方こ こ で の 行為は 「隣人愛」

と呼ぶ に ふ さわ しい ． こ の 行為 は ， 魂 を媒介に して ， 神の 摂理 的 な はた ら

きが その 交わ りの なか に 実現す る こ とで 成立 す る ． 「真の 宗教」に よ っ て ，

魂は 自らの 「偉大 さ」 に い た る ． 『魂 の 大い さ』 の 対話 を通 じて 言わ れて き

た魂 の 空 間性 は ， 神 へ の 奉仕 に お い て ， 魂の 完 全 な 自由が成 立す る と きに

あ らた め て排 除され ， その 倫理性 を確立 す る の で あ る． 「真 の 宗教 」の 核心

に あ る 「隣人愛」 は ， 魂 に 他者 との 交わ りを成 立 させ ， そ の 「偉 大 さ」へ

とい た らせ るが ， そ の 「偉大 さ」 は魂 に授 け られ た 「自 由選 択 」 に よ っ て

失わ れ 得 る．「自由選択」の 行使 は魂 の 浄化 に あずか り， 浄化 とい う階梯 は
，

その 挫折 を懐胎する こ とが よ り明示的に な る．

　 さて ， 第二 の モ テ ィ
ー

フ は ， 聖書釈義に つ い て で あ る ． とこ ろ で ， 『魂の

大 い さ』の 階梯 の 独 自性 に つ い て 指摘 した よ うな特徴 と と もに 明 らか なの

は ， 中期 以 降の テ ク ス ト群が 「イザ ヤ 書」， さ らに 「マ タイ福音書」の 山上

の 垂訓 との 関連 に お い て 示 され る が
， 『魂 の 大 い さ』 を含 む初 期 の テ クス ト

群は
， そ の 両者何れ も引用 しな い

， とい うこ とで あ る
26｝
． 「イザヤ 書」解釈

か らAug ．は
， 「神の 霊 」の 七 つ の 形容 を その 属性 を示 す だ け で な く ， 入 間

へ の 「賜 物」 と して 解 する ． キ リ ス ト者 の うえ に霊 が と ど ま り， そ の 賜 物

が 内的に 実現 され る の で あ る ．神へ の 畏怖 に は じま り， 知 恵 にい た る七 つ

の 階梯 は ， 上 昇 とい う形態 を と り， 「マ タイ福音書」垂訓 の 要約 とされ る箇

所 （3節か ら10節）全体が 七 つ に 辨 別 され る こ とにお い て
， 「イザ ヤ 書」の テ

ク ス トと結合 され る
27）

． こ うした 聖 書解釈 を踏 まえ る 中期 の 七 階梯 の 論 に

　25 ｝ R ．Canning ．　The　Unity　of 　Love　for　God　and 　Neighb【）ur　in　st．　Augustine，　Heverlee−Leuven ：

Augustinian 　Historical　lnstitute，1993：39・41；49−5e．　Co］leran （1950）p．　213．　n ．　94は ，こ う し た 人

間の 社 会へ の 「称讃 L が プ ロ テ ィ ノ ス にお い て 欠如 して お り，そ れ を神へ の 愛 に 基づ く人間 の

愛 と い うキ リス ト教的なモ テ ィ
ー

フ に よ る と示唆す る．

　26 ） 前註 （4）の Lierde （1935）の 所 見参照．

　27 ） テ ク ス ト群 の 布 置 に つ い て は，前 註（4）を参照．こ こ で検討す る 「聖書釈 義」 の 上昇 の
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比 して ， 「魂の 大い さ』で は ， そ の 釈義 に Aug ．が 未だ い た っ て い ない とい

う事態に 照応 し ， そ の 階梯の なか に 聖書釈義 を根幹 とする 《scientia 》が組

み込 まれ て い な い ，然 し， 聖書釈義の 意義 につ い て は ， い まや確保 され る．

神 に よ っ て 命ぜ られ た 「行路」 を保 つ な ら ば
，

ひ とは 「最高の もの （res ）」

（xxxiii ，76，224，3）へ と い た る ．そ して
， 「その ときに （tunc）わ た した ちが 認

識す る こ と」 （xxxiii 　76
，
224

，
11−12）が列挙 され る ．

A

B

C ．

信ずる べ きと命 じ られ て い る もの が 如何に 真で あ る の か ．

母 な る教 会の も とで
，

ひ とが 如何 に もっ と もよ く， 健全 に 養 わ れ

て い る の か ．

使徒 パ ウ ロ が幼児 に飲物 を 与える と云 うあ の 乳 の 有益 さが ど れ程

だ っ た の か．

こ こ で Aug ．は
， 「乳の 有益 さ（utilitas ）」（xxxiii ，76，224，14）か ら取 り掛か る．

先ず ， ひ とが 信 ず る よ うに と命ぜ られ る こ とを教会 の 教 えと同定す る ． そ

れ ゆ えに
， そ の 真で あ る こ とが 信 じ られ る ．教会 を母 に なぞ らえる 北 ア フ

リ カ の 伝統 に 依拠 して ， 母の 与 える 栄養 と して 乳 の イ マ
ー ジ ュ が 現 わ れ ，

信ずべ き事柄 に よ っ て ひ とが 育 まれ る と示 唆 され る． さ らに幼児 と乳 とい

う連想か ら， 人間の 成長の 過 程で の 乳 の は た ら きが 比 喩的 に言 わ れ ， 教 え

が 「最高の もの 」へ とむ か う 「行路」 に お い て
，

い か に有益 で あ るか を示

す． 「乳 」 とい う教 えを受け取 る こ とは ， 成 長 の 途 中で は健全 で あ り ， 成 長

した段 階で は恥ずべ きで あ り， 必 要 な と きに は拒 むべ きで な く， 憎 ん だ り

非 難 す る こ と は 邪 な の で あ る ． Aug ．は ，
こ れ らの こ と を 「論 じ た り

（tractare）適 切 に 整理 す るこ と（dispensare）は ， 全 く称 讃 と愛に 充ちた こ とで

あ る ）」（xxxiii ，76，224，19−20）と位置付け ，
こ の よ うに 呈 示 され た 解釈 を

《tractare》一《dispensare》と い うこ とば で 集約す る． こ の こ とば は ， 勝 義 に

古典 的な修辞学の 伝 統 に連 な りつ つ も， テ ク ス トと して の 聖 書 を読 み ， 理

解 し ， 解説す る営 み を表 わ す．信 じられ るべ き事柄 が ， 「行路 」 の 途上 で 支

え とな る こ とを示 し ， 聖書 を釈義す る営 み こそ が ， 勝 義 に求 め られ るべ き

で あ る と考え られ て い る の で あ る ．

道 の 意義 に つ い て は，加 藤（1991）に多 くを教え ら れ た ，
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士
口糸

　 『魂 の 大い さ 』に お ける 魂の 七 階梯の 論は
，

ヴ ァ ロ とプ ロ テ ィ ノ ス の 思

考 を軸に 古代の 魂論 を受 けつ ぎ， 「精神 の 注視」の 究極へ 向か う登 高 に お い

て 「魂の は た ら き」 を開示 す る ． そ の 固有性 は
， 生命原 理 で あ る魂 を は た

ら きに よ っ て 階 層化 す る第一
か ら第三 の 階梯 にお い て顕 在 し ， も っ と もよ

く知 られ る 自己 を根拠 に据 える 図式 にあ っ て
，

ア リス トテ レ ス と共通 の 基

盤 に 立 つ ． さ らに ， 自己 還 帰的 に 展 開 しは じめ る 第 四 の 階梯 か ら持 続 す る

自己浄 化の 関門が ひ ら くが ， 神の 規 範の もと に あ る 「行 路 」 を上昇す る 魂

は ， 存在階梯 にお け る中間 的な もの として そ の 挫折に さ らされ る．そ して ，

そ の よ うな挫折 を省み る とと もに ， 「魂の 大 い さ』の 論 はキ リス ト教的 なモ

テ ィ
ー フ 「隣人愛」 と 「聖 書釈義」の 意義を証す る． こ の モ テ ィ

ー フ が組

み 込 まれ ， 他者と の 交わ りを拓 くと と もに
， 自己 の 外な る テ ク ス トとの 交

わ りを登 高の 道の 途上 で 勧 め られ る こ とで
， 魂は い わ ば挫 折 を回避す る 手

立 て を新 た に 獲得す る の で あ る． テ ク ス トに 対 峙 して 自己 を諒 解 しつ つ
，

そ の 修練 の なか で きた え られ る とき ， そ の 登 高 の 道は い っ そ う確か に支 え

られ る こ とに なる ．Aug ．は ， 聖書 を読解す る よ うに と促す こ の 勧め に 従い
，

釈 義の 領域 へ と踏み こ む の で あ り， こ の 展 開を胚胎す る 思考 と して 魂 の 上

昇階梯 の 論が攫 まれ る の で ある ．
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